
【中止】令和 2 年度 第 5回中津江グループホームなごみ運営推進会議 

⇒会議内容報告と推進委員の意見等について 

 

会議予定日時 
【中止】令和 3年 1月 27 日（水）14:00 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の為。 

送付資料 

（※会議参加予定者へ 

1/26 付にて資料送付） 

◇送付資料 

・運営推進会議資料：1通 

・出席者名簿：1通 

・入居者状況：1通 

・なごみ便り：2通 

（令和 2年 12 月/第 117 号、令和 3年 1月/第 118 号） 

・事故報告【R2/11/26～R3/1/27】：1部 

・身体拘束しないケアの取り組みについて：1部 

・地域密着型サービス外部評価とは：1通 

・自己評価及び外部評価結果：1部 

・目標達成計画：1通 

気
付
き
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や
意
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に
つ
い
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地域住民の代表者 

・コロナ感染症が収束しない限り、打つ手が見当たりません。

 第一線で業務をされているスタッフの皆様、身体には十分気

 を付けて、日々精進して下さい。 

（中津江シルバーハウジング H棟管理者） 

・特にはありません。 

（中津江 1区町内会長） 

（萩市消防団椿東第一分団） 

萩市高齢者支援課 

・会議資料やなごみ便りを拝見しました。前回会議の報告通り

コロナ禍の影響から利用者の皆さんは年末年始を施設で過

ごされているようですが、様々な催しが持たれ、和やかな様

子が見て取れます。また、リモート面会も積極的に取り組ま

れ、職員の努力を感じられます。再び、新型コロナが猛威を

振るっている状況ですが、引き続き感染管理の取り組みをよ

ろしくお願いします。 

（萩市高齢者支援課長） 

萩市地域包括 

支援センター 

・お便りや外部評価の資料からは、自宅で過ごすような生活感

を感じ、コロナ禍でも様々な取り組みをしようとされている

のが伝わってきました。 

事故報告について、事故後の対応策や改善点を検討されてい

るようですが、より具体的な対応策を職員間で話し合いなが

ら、同じような事故が起こらないような工夫も必要ではない



かと思います。 

（萩市在宅介護支援センターはぎ相談員） 

→事故発生後には、その場で対応した職員が事故報告書を記

載し、全職員が確認をしている。また、リスクマネジメント

部会にて事故原因や対応・改善策について検討し、職員全体

会議にて事故内容の報告と確認を行っている。 

指摘をいただいたように、同じような事故が起こらないよ

う、より具体的な対応・改善策を職員間でしっかりと話し合

いながら検討していきたいと考える。 

（グループホーム管理者） 

萩市社会福祉協議会 

・コロナ禍でなかなか利用者の方も外出ができない中、なごみ

 便りの写真を見て、職員の方が工夫されている様子が伝わり

 ました。 

利用者 

・体調と天候がいい日には、どこかいい所にでも出掛けたい。

家の中にずっと居ると体が鈍るからね。 

・歩くことが好きだから、萩市内を歩いてみたい。 

利用者家族 

・感染予防等で職員の方には感謝しかございません。 

・まだまだ続くコロナ禍の中、職員の皆さんには本当に感謝す

るばかりです。このような状況の中でも、いろいろな行事を

させていただいて、とてもありがたく思います。皆さん、体

に気を付けてお仕事されて下さい。 

・日々の不測の事態に対しても適切に対応しておられ、安心し

てお任せしています。いつも職員の方にはよくしてもらって

います。また、なごみ便りもいつも楽しみに拝見させてもら

っています。 

・コロナが収束し、面会に行けるようになればいいと思います。

・なごみ便りは普段の生活の様子を見ることができ、いつも楽

しみにしています。コロナ禍で外出もままならない時に、

色々な行事や楽しい時間を作っていただき、いつも感謝して

います。 

以前面会に行った時に、着用したであろう服や下着がタンス

の中で一緒になっていることがありました。時々見ていただ

いて着用したようなものを洗濯に出していただくことは可

能でしょうか？ 

 →（電話連絡にて返答）入浴や掃除等で入室した際に、衣類

やタオル等を洗濯物として回収はしているが、自力で更衣さ

れる方なので、その際に声掛けにてタンス内を確認するな

ど、自室やタンス内を細目に確認するようにしてみる。 

（グループホーム管理者） 



 グループホーム 

・新型コロナウイルス感染症による全国的な感染拡大から、1/7

付けで首都圏 1都 3県（東京、神奈川、千葉、埼玉）を始め、

1/13 には 7府県（大阪、京都、兵庫、愛知、岐阜、栃木、福

岡）で緊急事態宣言が発令され、山口県内においても連日感

染が確認されている。感染予防対策を十分に講じた上で、

10/1 より面会制限の一部を緩和にて対応していたが、1/20

以降は当面の間、面会禁止にて対応することとし、第 5回運

営推進会議も中止とさせていただいた。日常生活の中では感

染予防の為、手洗いやうがい、手指消毒を行いながら、『密

閉、密集、密接』の場面を作らないように関わりを持つよう

にしている。年末には忘年会や餅つきを開催し、ご家族には

オンラインという形で参加をしていただいた。直接の関わり

が難しい状況でも、画面上での関わりの中で利用者様・ご家

族にも笑顔が見られ、大変嬉しく感じた。引き続き、感染対

策を行いながらも、行事や適度な運動を通じてストレスが発

散でき、楽しめるような機会を作っていく。 

今後もご家族のご理解とご協力をお願いしたい。 

（グループホーム管理者） 

・新型コロナウイルス感染拡大のニュースは、連日テレビや新

聞で報道されており、利用者の方も関心を持って見ている。

その為、外出時のマスク着用や帰設後のうがいや手洗いも行

えている。感染予防に努めながら、利用者の方の体力維持の

ためにも、天気の良い日には散歩の機会を増やしていきたい

と思う。 

（グループホーム計画作成担当者） 

・コロナ禍でなかなか希望に添った支援が出来にくい状況だ

が、引き続き感染対策を行いながら個別での関わりを増やし

たり、散歩やドライブ等を取り入れ、なごみでの生活を楽し

く過ごしてもらいたいと思う。 

（グループホーム計画作成担当者） 

次回会議までの 

継続課題 
・特になし 

備    考 
次回：令和 3年 3月 24 日（水）14：00 開催予定 

開催場所：中津江 1区公会堂 

 


